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活
用
に
供
ナ
る
と
と
も
現
在
の
単
術
雑
誌
と
し
で
不

可
欠
の
義
務
の
一
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

兎
に
角
我
々
は
努
力
し
で
三
十
三
谷
の
最
終
放
に

至
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
我
々
の
主
相
側
、
と
は
別
に
合
員

及
び
一
般
の
皆
様
に
は
種
々
の
不
備
と
欠
陥
が
指
摘

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
黙
を
遠
慮
な
く
指
示
し
て

裁
き
た
い
し
、
可
能
な
限

p
御
希
望
に
副
い
た
い
。

史
林
編
輯
部
は
、
不
安
定
と
い
う
意
味
で
で
は
な
〈

動
い
て
い
る
。
自
己
批
列
は
常
に
重
ね
で
行
き
た

い
。
と
の
意
味
で
、
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
カ
を
切

望
し
つ
ミ
本
年
目
以
後
の
編
輯
を
終
え
る
。

最
後
乍
ら
、
教
育
タ
イ
ム
Z

祉
の
理
解
と
援
助
に

深
い
謝
意
を
表
十
一
る
次
修
司
Y

あ
る
。
（
門
羽
詰
）

( 712) 


